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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向等を踏まえ、平成 21 年 5 月 8日に公表した連結業績予想及び個別業績予想を下

記のとおり修正しましたので、お知らせします。 

 

記 

１．連結業績予想の修正 

平成 22 年 3 月期 第２四半期連結累計期間（平成 21 年 4 月 1日～平成 21 年 9 月 30 日） 

（単位：百万円、％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

（平成 21 年 5 月 8日 発表） 
180,000 0 △ 1,500 0 

今回修正発表（Ｂ） 175,000 △ 4,000 △ 6,000 △ 4,000 

増減額（Ｂ－Ａ） △ 5,000 △ 4,000 △ 4,500 △ 4,000 

増減率 △ 2.8 －  －   －   

前第２四半期連結累計期間実績 269,204 9,620 19,951 14,565 

 

２．個別業績予想の修正 

平成 22 年 3 月期 第２四半期累計期間（平成 21 年 4 月 1日～平成 21 年 9 月 30 日） 

（単位：百万円、％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

（平成 21 年 5 月 8日 発表） 
125,000 △ 2,000 0 2,000 

今回修正発表（Ｂ） 125,000 △ 6,500 △ 4,500 △ 1,000 

増減額（Ｂ－Ａ） 0 △ 4,500 △ 4,500 △ 3,000 

増減率 0 －    －     －     
前第２四半期累計期間実績 193,728 4,950 13,878 10,988 

 

 



 
３．修正理由 

第２四半期会計期間の業績は、プリント配線板用材料やフラットパネルディスプレイ向けポリ

カーボネートシート・フィルムなど、一部の製品は比較的堅調に推移するものと見込まれますが、

全体的には、引き続き販売数量、価格が低迷することが見込まれます。 

 この結果、第２四半期累計期間は、営業利益および経常利益ともに前回予想に対し減益となる

ことが見込まれます。 

第３四半期以降、自動車、電気・電子向けの機能製品を始めとして全般に販売数量の回復を見

込み、黒字に転換することを想定しておりますが、製品需給、原材料価格、為替等、不透明な要

因が多いことから、通期の業績予想については、今後の動向を見ながら見直すこととします。 

 

以 上 

 

 

 

 

※ 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報

及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により

大きく異なる可能性があります。 


